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研究成果の概要（和文）：本研究は日本語の接続形式を対象に、歴史的観点から考察を行ったものである。研究
成果としては、接続詞「そのくせ」の変遷について明らかにし、「くせに」と異なる点やその理由について述べ
た。次いで現代語の「限り」の用法を区分する観点について提案を行い、歴史的研究への足がかりとした。また
文法形式と文章ジャンルの関係性について検討を行い、文法研究の精緻化にはジャンルへの注目が重要となるこ
とを指摘した。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted on Japanese conjunctive forms from a historical 
perspective. As research results, I clarified the transition of the conjunction "Sonokuse," and 
described the points where it differs from "kareni" and the reasons why it differs from "kareni. 
Next, I proposed a viewpoint for classifying the usage of "kagiri" in modern Japanese, and provided 
a clue for historical research. In addition, I examined the relationship between grammatical form 
and writing style, and it was pointed out that attention to style is important for the elaboration 
of grammatical research.

研究分野： 日本語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、現代日本語に見られる形式について、それがどのようにして成立し、どのような変遷を経て現在の姿
へと至ったのかを明らかにしようとするものである。従って、現代日本語の特徴をより良く理解することへと繋
がるものだと考えられる。これは、歴史的研究の意義を強調するものである。更に、文法研究と文章・文体論と
の接点を探ろうとする試みは近年注目されているが、歴史的研究においてもその重要性を示している点は学術的
意義があると言えるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本語の歴史においては、名詞の機能語化と呼ばれる現象が指摘され、通時的な研究が盛んに

行われている。これにより日本語史上の大きな変化について多数の有意義な知見が得られてい
るが、一方で、以下のような点がなお課題として残されている。 

(1) a. 名詞の持つ語彙的な意味と、変化の要因や過程とはどのような関係にあるか。 
  b. 歴史上、特に明治期以降に名詞要素を含む形式が増加している背景は何か。 

(1a)については、当該の名詞の意味が変化のあり方やその背景にどう関与しているかという問題
であり、これを考察することで、言語の統語的側面と意味的側面の連関を捉えることが求められ
る。(1b)については、現代語において周辺的とされる形式は比較的最近になって出現したもので
あり、現代語へと連なるものとして日本語の歴史を捉える上では重要となる問題である。これま
で歴史的な成立過程が明らかにされてこなかった形式に対しても、なぜこのような形式が要請
されたか、機能語へと変化するパターンにはどのようなものがあるのかを問うことが求められ
る。 
 
 
２．研究の目的 
上記の問題提起を受け、本研究では以下のような目的を設定する。 
(2) a. 共時的実態の把握を前提として、接続形式の成立および変遷の過程を明らかにする。 

b. 接続形式の変化のあり方を捉え、近代期の文章の特徴との関わりについて考察する。 
(2a)は、具体的な形式の変遷過程を考える際、現代語における様相についても調査を行う。これ
は、歴史的観点からの研究が有効となるような論点を設定するためのものであり、そのために内
省の利く現代語を利用する。(2b)は、明らかになった事実から変化の方向性を見出し、機能語化
の様々な事例と照らし合わせることで、接続形式における変化の特質を解明するものである。更
に、文章のジャンルによる比較を行った上で、文法に関わる変化と文体的特徴がどのように関係
するかについて考察を進めていく。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、接続形式の中でも仮定条件を表す「限り」「場合」の 2 形式を対象とする。これ

らは公的な文体との親和性の高い表現であり、近代という時代に特徴的な表現を取り上げよう
とする意図によって選定したものである。 
まず用法の区分の仕方を把握するため、対象とする形式の現代語の実態についてコーパスを

用いて調査する。次いで、主として近代以降に出現する新聞・演説・論説文等の資料から用例を
収集し、変化の様相を捉える。その際、現代語を比較対象とすることで、現代語には存在する用
法が欠けている、現代語では容認されない用例が見られる、用法の比率の多寡が現代語とは異な
る、といった点に注目しやすくなり、より仔細な分析が可能となる。分析にあたっては、当該形
式の前や後にどのような表現が現れるかといった形態的な側面を手掛かりに、どのようなもの
が仮定条件を表すかといった意味的な側面へと考察を進めていく。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、以下①～③に示す論文および図書 3件によって公表を行った。 
 
①現代語の「限り」について考察を行い、歴史的研究のための基盤とした。「限り」の用法につ
いては幾つかの先行研究が見られるもののその区分においては混乱が生じていたため、語と
しての「意味」と当該文における文法的機能としての「用法」とを区別し、整理を行った。結
論として、「限り」は何らかの点で「範囲」を表すものであり、その用法として程度数量用法
と因果関係用法とに分けられることを主張した。「限り」の後件との関係性から、前者は程度
修飾と数量修飾、後者は仮定条件と原因・理由とに区分できること、またそれぞれ用法の関係
性についても述べた。 

 
②自身が以前に行った接続助詞「くせに」の変遷に関する研究を補うものとして、「そのくせ」
についても論じた。近世前期の「そのくせに」の用例を考察することで、「くせに」および「そ
のくせに」の変遷過程に、「ある主体に対して、前件と後件の事態がともに生じている」とい
う段階があったことを指摘した。近世後期以降の展開としては、逆接と累加の用法が同程度に
見られたが、近代になると「くせに」の影響を受け累加の用法が縮小していることを述べた。
また「そのくせ」に「くせに」にはない累加の用法が見られることについて、前件が指示詞「そ
の」であることとの関連性を指摘した。 

 



③文法形式と文章ジャンルの問題に関連して、種々の先行研究を踏まえ、どのような問題設定が
可能か、どのように両者の関係性を明らかにしていくかに関して考察を行った。また本研究と
も関連する、歴史的研究におけるジャンルの重要性と可能性についても併せて検討を行った。
近代以降に多く見られる形式には、公的な資料との親和性が高いものが見受けられるが、そう
した傾向性を考える上でもこのような論点は重要と言える。これらの考察に加え、具体的な事
例として、代表者が以前に論じた「模様だ」を取り上げて、「模様だ」が新聞意外にブログに
も多く出現すること、ブログにおける「模様だ」の特徴やそうした用例が出現する背景につい
ても述べた。 
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